
三
三
三

T
TTT
TTTTTT

TTTTT
T

T
T
T
T
T
T
T�

（
都
法
五
十
四-

一
）

T
arg

eted K
illin

g

の
合
憲
性
（
上
）

富
　
井
　
幸
　
雄

目
次

一　

は
じ
め
に

二　

T
argeted Killing





の
概
念
と
国
際
法

　
　
　
　

1　

T
argeted Killing





の
定
義

　
　
　
　

2　

法
執
行
行
動
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
　

3　

武
力
紛
争
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
　

4　

イ
ス
ラ
エ
ル
最
高
裁
判
決

　
　
　
　

5　

小
括
（
以
上
本
号
）



三
三
四

一
　
は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
部
隊
（N

avy S
E
A
L

）
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
三
〇
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ

た
ア
ボ
タ
バ
ー
ド
（A

bbottabad

）
に
潜
伏
し
て
い
た
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
急
襲
、
射
殺
し
た
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は
誰
も
が
知

る
、
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
（
九
・
一
一
）
の
首
謀
者
で
あ
り
、
国
際
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
の
最
高
幹
部
に
し
て
国
際

テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
作
戦
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
中
央
情
報
局
）
に
よ
る
秘
密
裡
の
活
動
で
、
完
遂
後
オ
バ
マ
大
統
領
が
会
見
し
、
一
連

の
行
動
を
公
表
し
て
い

（
（
（

る
。

オ
バ
マ
政
権
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
一
月
三
〇
日
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
部
族
地
域
に
潜
伏
す
る
ア
ル
カ
イ
ダ
に
、
無
人

機
に
よ
る
攻
撃
（drone atta

ck

）
を
行
っ
て
い

（
（
（

る
。
こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府
機
関
に
よ
る
秘
密
裡
（covert, clande

stine


）
の
、

的
を
絞
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
国
外
で
の
殺
害
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
戦
行
動
は
、
標
的
殺
害
（T

argeted Killing





（
Ｔ
Ｋ
））
と
い
わ

れ

（
（
（

る
。
か
ね
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
Ｔ
Ｋ
を
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
エ
メ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
、
各
地
で
行
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
九
・
一
一

以
降
対
テ
ロ
（counterterr
orism

）
の
手
法
と
し
て
政
策
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
オ
バ
マ
政
権
は
際
立
っ
て
い
る
）。

そ
も
そ
も
こ
の
Ｔ
Ｋ
に
厳
格
な
定
義
は
な
い
。
用
語
と
し
て
も
Ｔ
Ｋ
と
は
必
ず
し
も
言
わ
ず
、
暗
殺
（assassinati

on

）
と
か
超
司

法
的
執
行
（extrajudicial

）
な
ど
と
し
て
い

（
（
（

る
。「
わ
れ
わ
れ
は
「
Ｔ
Ｋ
」
と
か
「
暗
殺
」
と
か
を
、
定
義
す
る
こ
と
な
し
に
た
び
た

び
使
っ
て
き

（
（
（

た
」。
国
際
法
上
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
対
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
限
り
戦
争
と
も
言
い
難
い
か
ら
、
戦
時
国
際

法
た
る
国
際
人
道
法
（Internati


onal 

H
um
anitarian 


L
aw

（
Ｉ
Ｈ
Ｌ
））
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
殺
傷
行
為
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
と
な
る
。
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九
・
一
一
以
降
の
対
テ
ロ
戦
争
と
い
う
ま
さ
に
戦
時
だ
と
し
て
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
殺
害
を
法
的
に
正
当
化
す
る
解
釈
が
あ

（
（
（

る
。
ま
ず
、

国
連
憲
章
（
以
下
憲
章
）
五
一
条
は
各
国
に
自
衛
権
を
保
障
し
、
国
連
安
保
理
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
適
切
な
手
段
を
講
じ
な
い
限
り
、
軍

事
紛
争
に
自
衛
の
手
段
を
講
じ
得
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
・
一
一
を
受
け
て
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
決
議
一
三
六
八
を
出
し
て
、
こ
の
こ

と
を
確
認
し
て
お
り
、
十
六
日
後
の
決
議
一
三
七
三
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
国
際
の
平
和
と
安
全
へ
の
脅
威
で
あ
る
と
し
、
そ
の
除
去
の

た
め
の
戦
闘
を
容
認
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
大
統
領
命
令
（E

xecutive O
rder

）
一
二
、三
三
三
で
政
府
職
員
に
よ
る
暗
殺
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
合
法
的

な
殺
人
は
含
ま
れ
な
い
。
本
件
は
軍
事
紛
争
の
一
環
と
し
て
の
殺
害
行
為
で
あ
り
、
超
法
規
的
で
は
な
く
戦
時
国
際
法
の
枠
組
み
で
の

適
法
な
行
為
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
Ｔ
Ｋ
に
太
平
洋
戦
争
中
で
の
山
本
五
十
六
長
官
の
殺
害
が
あ

（
（
（

る
。
彼
が
軍
用
機
で
移
動
中
な

の
を
察
知
し
て
、
そ
の
撃
墜
の
た
め
に
米
軍
機
が
出
動
し
、
任
務
を
遂
行
し
た
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
殺
害
も
類
推
的
に
こ
の
法
枠
組
み
で

理
解
す
る
の
で
あ

（
（
（

る
。

H

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

um
an
 R

ラ

イ

ツ
・

ig
h
ts W

ウ
ォ
ッ
チ

atch

や
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
や
オ
バ
マ
の
「
テ
ロ
と
の
戦
争
」
に
批
判
的

で
、
Ｔ
Ｋ
は
そ
も
そ
も
国
際
人
権
法
（Internati


onal 

H
um
an 
R
ig
h
ts L
aw

（
Ｉ
Ｈ
Ｒ
））
や
国
家
主
権
原
理
に
反
し
て
い
る
と
す

（
（
（

る
。

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
（
ア
メ
リ
カ
市
民
自
由
協
会
）
は
、
Ｔ
Ｋ
は
対
テ
ロ
以
前
か
ら
慣
行
化
し
て
い
る
と
し
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
使
っ
た
秘
密
裡
の
軍
事

行
動
は
、
国
際
法
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
法
に
も
違
反
す
る
と
主
張
し
て
、
ア
メ
リ
カ
市
民
を
標
的
に
し
た
無
人
機
に
よ
る
Ｔ
Ｋ
の
違
法

性
を
確
認
す
る
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｋ
は
複
雑
で
多
様
な
法
的
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
Ｔ
Ｋ
の
合
法
性
を
公
式
の
文
書

で
明
確
に
し
て
は
い
な

（
（1
（

い
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
市
民
が
Ｔ
Ｋ
の
リ
ス
ト
に
挙
が
っ
た
こ
と
が
違
憲
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
た
の
を
受
け
て
、

法
務
省
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
に
属
す
る
ア
メ
リ
カ
市
民
が
Ｔ
Ｋ
で
殺
害
さ
れ
て
も
、
一
定
の
情
況
で
は
法
的
に
問
題
な
い
と
し
て
い

（
（1
（

る
。



三
三
六

国
内
法
上
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
軍
事
的
手
段
が
い
ち
い
ち
法
に
規
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
軍
の
最
高
司
令
官
た
る

大
統
領
（
ア
メ
リ
カ
憲
法
二
条
二
節
）
が
そ
れ
を
決
定
し
て
、
命
令
す
る
。
多
く
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
っ
た
諜
報
機
関
を
軸
に
し
て
隠
密
に

軍
事
行
動
を
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
も
法
的
に
問
題
と
せ
ね
ば
な
る
ま

（
（1
（

い
。
対
テ
ロ
の
喫
緊
性
を
考
え
る
と
、
法
の
柔
軟
な
解

釈
や
運
用
も
国
家
に
は
求
め
ら
れ
る
と
も
説
か
れ

（
（1
（

る
。
法
の
支
配
を
統
治
原
理
と
す
る
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
攻
撃

が
法
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
の
は
使
命
で
あ

（
（1
（

る
。

戦
争
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
際
法
に
適
合
す
る
限
り
敵
戦
闘
員
を
殺
害
す
る
の
は
違
法
で
は
な
い
。
し
か
し
、
対
テ
ロ
は
戦
争
な
の
か
、

そ
う
だ
と
し
て
も
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
や
テ
ロ
リ
ス
ト
は
敵
戦
闘
員
と
い
え
る
の
か
。
法
的
問
題
は
少
な
く
な
く
、
戦
時
だ
と
す
る
こ
と
で

適
法
と
す
る
ほ
ど
、
事
は
単
純
で
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ま
ず
Ｔ
Ｋ
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
の
定
義
を
中
心
に
国
際

法
で
は
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
を
一
瞥
す
る
。
Ｔ
Ｋ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
メ
ン
攻
撃
で
法
学

的
分
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

（
（1
（

た
。
Ｔ
Ｋ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
先
ん
じ
て
多
用
し
て
お
り
、
同
国
最
高
裁
が
Ｔ
Ｋ
の
法
的
問
題
を
判
断

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
Ｔ
Ｋ
は
国
際
法
的
に
一
義
的
に
適
法
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
空
間
の
理
解
に
よ
っ
て
適
法
の
抗
弁
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
み
る
。
戦
時
と
み
て
Ｉ
Ｈ
Ｌ
が
適
用
さ
れ
る
空
間
と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
刑
事
司
法
の
管
轄
と
し
て
国
内
法
の
枠
で
と
ら

え
る
か
の
問
題
で
あ

（
（1
（

る
。
も
と
よ
り
、
立
憲
主
義
に
あ
っ
て
は
い
か
な
る
軍
事
力
行
使
も
憲
法
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｋ
に
関
連
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
法
、
と
り
わ
け
憲
法
上
い
か
な
る
問
題
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
大
統
領
が
司
法
判
断

を
経
な
い
殺
人
と
な
る
Ｔ
Ｋ
を
命
じ
う
る
の
か
の
、
大
統
領
権
限
の
問
題
と
、
Ｔ
Ｋ
が
ア
メ
リ
カ
市
民
に
対
し
て
な
さ
れ
れ
ば
、
適
正

手
続
（due process

）（
修
正
第
五
条
）
の
問
題
が
生
じ
る
。
第
二
に
、
Ｔ
Ｋ
が
と
り
た
て
て
対
テ
ロ
の
手
段
と
し
て
実
践
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
秘
密
裡
の
工
作
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
ど
う
確
保
す
る
か
は
、

立
憲
主
義
的
関
心
を
呼
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
軍
事
技
術
の
発
達
に
も
裏
打
ち
さ
れ
た
Ｔ
Ｋ
に
は
、
法
的
枠
組
み
を
明
確
に
し
て
統
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制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
　Targeted Killing

の
概
念
と
国
際
法

　　1
　Targeted Killing

の
定
義

Ｔ
Ｋ
は
、
度
々
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
法
上
の
定
義
は
な

（
（1
（

い
。
も
っ
と
も
、
国
連
は
Ｔ
Ｋ
を
次
の
よ
う
に
整
理
し

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
区
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
対
す
る
Ｔ
Ｋ
政
策
を
明
ら
か
に
し
て
以
来
、
Ｔ
Ｋ
と

い
う
用
語
が
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
も
こ
れ
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
主
体
や
客
体
、
情
況
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
も
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
致
死
的
実
力
（leth

al force

）
が
、
事
前
に
特
別
に
同
定
さ
れ
た
個
人
あ
る
い
は
人
々
に
意
図
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。「
超
司
法
的
執
行
」「
略
式
執
行
（sum

m
ary execution

）」「
暗
殺
」
と
互
換
的
に
使
用
さ
れ

る
が
、
い
ず
れ
も
そ
も
そ
も
は
違
法
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
情
況
と
適
用
さ
れ
る
法
に
よ
っ
て
は
、
合
法
と
さ
れ
る
余
地
が
あ

（
（1
（

る
。

こ
う
し
た
Ｔ
Ｋ
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
法
の
支
配
が
意
識
さ
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
は
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
政
策
と

し
て
事
実
上
隠
密
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
顕
著
で
、
九
〇
年
代
に
は
Ｔ
Ｋ
を
否
定
し
て
い
た
も
の

の
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
は
こ
れ
を
認
め
、
自
衛
権
と
Ｉ
Ｈ
Ｌ
で
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
へ
の
Ｔ
Ｋ
で
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
五
月
の
間
に
、
少
な
く
と
も
三
八
七
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
Ｔ
Ｋ
で
巻
き
添
え

を
食
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
二
〇
〇
六
年
夏
、
大
統
領
が
許
可
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
当
局
（security services

）
に
海
外
の
テ
ロ
容
疑
者

を
殺
害
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
立
法
を
制
定
し
た
。
実
体
的
お
よ
び
手
続
的
制
約
を
課
す
規
定
は
な
く
、
軍
に
よ
る
国
外
の
国
際
テ
ロ



三
三
八

活
動
鎮
圧
を
容
認
し
て
い
る
。

M
メ
ル
ザ
ー

elzer

は
Ｔ
Ｋ
を
、
①
殺
害
の
意
図
が
あ
る
、
②
特
定
さ
れ
た
諸
個
人
が
標
的
に
さ
れ
て
い
る
、
③
身
体
の
拘
束
を
と
も
な
わ
な
い
、

④
致
死
的
な
武
器
を
使
用
し
て
い
る
、
⑤
国
際
法
の
主
体
に
帰
す
る
、
の
五
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
分
析
し
た
う
え
で
、「
標
的
に
し
た

国
の
身
体
的
拘
束
に
よ
ら
ず
、
個
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
人
物
を
殺
害
す
る
意
図
や
予
諜
や
故
意
を
も
っ
て
、
国
際
法
の
主
体
と
な
る

も
の
に
よ
る
致
死
的
な
武
器
の
使
用
」
と
定
義
し
て
い

（
（1
（

る
。
司
法
判
決
を
経
な
い
で
（extrajudicial

）、
拘
禁
さ
れ
て
い
な
い
特
別
に

同
定
さ
れ
た
個
人
を
国
家
が
謀
殺
（prem

editated k
illing


）
す
る
こ
と
と
観
念
で
き
よ

（
（2
（

う
。

Ｔ
Ｋ
は
明
文
の
法
の
規
定
が
な
い
た
め
一
義
的
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
実
務

（practice

）
と
な
っ
て
お
り
、
政
策
慣
行
と
し
て
そ
の
積
み
重
ね
は
無
視
で
き
な
い
。
Ｔ
Ｋ
は
当
初
、
そ
の
適
法
性
が
疑
わ
れ
て
い
た

が
、
も
は
や
現
在
で
は
そ
れ
を
法
的
に
ど
う
正
当
化
で
き
る
か
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
の
議
論
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
ま
で
い
わ
れ

（
（2
（

る
。

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
殺
害
の
よ
う
に
、
自
国
の
主
権
を
越
え
て
他
国
の
主
権
下
に
あ
る
地
域
に
、
軍
事
力
で
他
国
籍
の
特
定
の
市
民
を
殺

害
す
る
Ｔ
Ｋ
は
、
法
的
に
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｔ
Ｋ
と
し
て
他
国
に
軍
事
力
を
投
入
で
き
る
か
は
、
国
際
法

上
問
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
付
随
的
損
害
（collateral dam

age


）
と
し
て
純
粋
無
垢
の
市
民
ま
で
殺
傷
す
れ
ば
、
さ
ら
に
問
題
と
な
る
。

そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
市
民
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
憲
法
に
触
れ
る
疑
い
が
出
て
く
る
。

対
テ
ロ
は
戦
時
で
あ
る
と
の
前
提
が
正
し
け
れ
ば
、
軍
事
的
な
正
当
性
に
基
づ
い
て
特
定
の
人
物
を
殺
害
す
る
こ
と
は
違
法
で
は
な

い
。
す
な
わ
ち
、
Ｔ
Ｋ
の
合
法
性
や
正
当
性
は
、
平
時
法
と
戦
時
法
の
ど
ち
ら
の
法
枠
組
み
で
理
解
す
る
か
で
、
異
な
る
様
相
を
呈
す

る
の
で
あ

（
（2
（

る
。

Ｔ
Ｋ
を
先
の
よ
う
に
観
念
す
る
と
き
、
そ
の
適
法
性
を
議
論
す
る
基
盤
と
し
て
共
有
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
個
人
は
む
や
み
に
生
命

を
奪
わ
れ
（deprivation 

of life

）
な
い
と
い
う
、
Ｉ
Ｈ
Ｒ
の
根
本
原
理
で
あ
る
。
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
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（
自
由
権
規
約
）
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
命
に
対
す
る
固
有
の
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
は
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
何

人
も
恣
意
的
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
（
六
条
一

（
（2
（

項
）。
第
二
に
、
国
内
不
干
渉
あ
る
い
は
領
域
主
権
で
あ
り
、
主

権
国
家
は
武
力
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
な
い
と
の
原
理
で
あ
る
。
憲
章
二
条
は
、
主
権
平
等
（
一
項
）、
憲
章
順
守
義
務
（
二
項
）、
平
和

的
紛
争
解
決
義
務
（
三
項
）
と
な
ら
ん
で
、
武
力
の
行
使
や
威
嚇
を
「
い
か
な
る
国
の
領
土
保
全
又
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
の
も
、

ま
た
、
国
連
の
目
的
と
両
立
し
な
い
他
の
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
の
も
」、
禁
じ
て
い
る
（
四
項
）。
強
行
法
規
で
あ
り
、
政
府
要
人
も

私
人
も
、
他
国
の
市
民
や
機
関
お
よ
び
軍
の
意
図
的
な
暴
力
行
為
を
免
れ
る
権
利
が
あ
る
と
も
解
さ
れ

（
（2
（

る
。
他
国
の
領
土
で
軍
事
的
手

法
に
よ
り
特
定
の
人
物
を
殺
害
す
る
政
府
の
行
為
と
し
て
の
Ｔ
Ｋ
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
原
理
は
戦
時
で
も
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
自
由
権
規
約
は
緊
急
事
態
で
の
逸
脱
（derogati

on

）
を
認
め
て
お
り
（
四

条
）、
そ
こ
に
戦
争
や
内
乱
が
入
る
。
逸
脱
は
認
め
る
一
方
で
、
人
権
の
制
約
に
は
必
要
性
や
比
例
性
な
ど
の
法
的
要
件
を
課
し
て
お

り
、
Ｉ
Ｈ
Ｒ
は
戦
時
で
も
適
用
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
戦
時
で
は
文
民
の
保
護
な
ど
Ｉ
Ｈ
Ｌ
が
一
義
的
に
適
用
さ
れ
、
特
別
法
（lex

 

sp
ecia

lis

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
ま
れ
、
自
由
権
規
約
は
国
内
法
レ
ヴ
ェ
ル
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
軍
事
お
よ
び
非
軍
事
の
紛

争
時
に
適
用
さ
れ

（
（2
（

る
。

も
と
よ
り
、
国
家
が
生
命
を
奪
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
致
死
的
実
力
を
使
用
す
る
こ
と
が
、
国
際
法
上
一
切
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
や
残
虐
な
刑
の
禁
止
（
自
由
権
規
約
七
条
、
一
四
条
）
な
ど
の
司
法
的
権
利
の
保
障
を
前
提
に
、

平
時
に
あ
っ
て
適
正
な
法
の
手
続
に
よ
る
死
刑
の
執
行
は
容
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
戦
時
（arm

ed con
flict

）
で
あ
れ
ば
敵
戦
闘
員
を
殺

害
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
違
法
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
は
交
戦
に
あ
っ
て
も
人
道
的
見
地
か
ら
強
行
法
と
し
て
様
々
な
制
約

を
課
し
て
い
る
。
そ
こ
で
Ｔ
Ｋ
が
国
際
法
上
容
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
原
則
否
定
の
中
に
あ
っ
て
、
例
外
的
に
あ
る
い
は
特

別
に
許
容
さ
れ
る
余
地
（perm

issible

）
は
あ
る
か
が
、
議
論
と
な
る
。



三
四
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2
　
法
執
行
行
動
ア
プ
ロ
ー
チ

平
時
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
立
て
ば
、
他
国
の
領
土
で
司
法
判
断
を
経
な
い
で
政
府
が
特
定
個
人
を
殺
害
す
る
Ｔ
Ｋ
は
、
法
執
行
（law

 

en
forcem

ent


）
行
動
と
し
て
正
当
化
で
き
る
か
。M

elzer

は
、
例
外
的
に
以
下
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
許
容
さ
れ
る
と
す

（
（2
（

る
。
第
一

に
、
国
内
法
上
十
分
な
根
拠
を
有
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
は
殺
傷
武
器
使
用
を
規
制
す
る
国
際
法
に
符
合
し
た
国
内
法
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
第
二
に
、
懲
罰
で
は
な
く
今
後
の
破
壊
的
攻
撃
な
ど
を
予
防
す
る
性
格
の
み
有
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
目
的
達
成
の
た
め
に
質

量
と
も
限
定
的
で
あ
る
こ
と
。
第
四
に
、
望
ま
し
く
は
な
い
が
究
極
的
手
段
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
他
国
で
法
執
行
活
動
を
す
る
と
理
解
す

（
（2
（

る
。
Ｉ
Ｈ
Ｒ
や
国
内
法
が
適
用
さ
れ
る
が
（
Ｉ
Ｈ
Ｌ

は
戦
争
以
外
に
特
段
の
規
制
を
課
す
規
定
を
持
た
な

（
（2
（

い
）、
そ
の
国
が
自
国
領
内
で
米
軍
の
法
執
行
活
動
に
同
意
し
て
い
る
か
、
さ
ら

に
自
国
民
を
保
護
す
る
義
務
に
違
反
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（2
（

い
。
外
国
で
の
法
執
行
活
動
に
国
連
（
国
際
法
）
は
制

約
を
課
し
、
武
器
使
用
を
厳
格
に
制
限
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
法
執
行
行
動
で
の
武
力
の
使
用
に
関
す
る
国
連
基
本
原
理
第
九
原
則
は
、

武
力
使
用
は
「
死
や
重
傷
の
差
し
迫
っ
た
脅
威
に
、
自
衛
あ
る
い
は
他
者
の
防
御
の
た
め
に
」
の
み
、
す
な
わ
ち
、「
生
命
へ
の
重
大

な
脅
威
と
な
る
特
に
重
大
な
犯
罪
の
既
遂
を
防
ぐ
た
め
、
公
権
力
に
抵
抗
し
て
そ
う
し
た
危
険
を
も
た
ら
す
人
を
逮
捕
す
る
た
め
、
も

し
く
は
そ
の
逃
亡
を
予
防
す
る
た
め
に
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
よ
り
重
篤
で
な
い
手
段
が
不
十
分
で
あ
る
と
き
の

み
」
認
め
ら
れ
る
と
す

（
（3
（

る
。
い
わ
ん
や
殺
害
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
な
お
、
逃
亡
す
る
、
ま
た
は
逃
亡
を
企
て
る
捕
虜
に
武
器
を
使

用
す
る
の
は
合
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
終
的
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
こ
れ
に
先
立
っ
て
時
宜
に
応
じ
て
警
告
を
発
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
（
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
三
条
約
四
二
条
）。
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Ｔ
Ｋ
が
法
執
行
行
動
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
走
っ
て
違
法
に
生
命
が
奪
わ
れ
る
時
、
多
く
は
杜
撰
な
諜
報
活
動
に
基
づ
い
て
い

（
（3
（

る
。
そ
れ

ら
は
し
ば
し
ば
、
適
切
な
訓
練
や
装
備
を
も
た
ず
し
て
情
報
が
収
集
分
析
さ
れ
、
欠
陥
の
あ
る
諜
報
活
動
の
計
画
、
準
備
、
装
備
に
起

因
す
る
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
司
法
過
程
が
省
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｔ
Ｋ
の
対
象
と
な
る
人
物
が
安
全
保
障
に
対
し
て
脅
威
で

あ
る
と
の
認
定
が
客
観
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
武
力
紛
争
ア
プ
ロ
ー
チ

戦
時
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
敵
対
状
態
に
あ
れ
ば
敵
国
人
の
殺
害
は
認
め
ら
れ
る
。
国
際
法
は
武
力
行
使
に
訴
え
る
国
家
の
権
利
（ju

s 

a
d

 bellu
m

）
を
自
衛
権
の
行
使
に
限
定
し
て
い
る
（
憲
章
五
一
条
）。
Ｉ
Ｈ
Ｌ
は
こ
れ
に
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
Ｔ
Ｋ
に
適
用
さ
れ
る

か
の
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
対
テ
ロ
が
敵
対
状
態
で
戦
争
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
共
通
条
項

二
条
は
、「
二
以
上
の
締
約
国
間
に
生
ず
る
す
べ
て
の
宣
言
さ
れ
た
戦
争
又
は
そ
の
他
の
武
力
紛
争
の
場
合
に
つ
い
て
、
当
該
締
約
国

の
一
が
戦
争
状
態
を
承
認
す
る
と
し
な
い
と
を
問
わ
ず
、
適
用
さ
れ
る
」
と
し
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、

非
国
際
的
武
力
紛
争
に
も
一
部
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
（
三
条
）。「
人
の
生
命
、
健
康
又
は
心
身
の
健
全
性
に
対
す
る
暴
力
、
特
に
殺

人
及
び
虐
待
」
は
非
国
際
的
紛
争
に
あ
っ
て
も
、
い
か
な
る
場
合
で
も
場
所
で
も
禁
じ
ら
れ
る
（
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
第
二

追
加
議
定
書
（
Ａ
Ｐ
Ⅱ
）
二
条
二

（
（3
（

項
）。
宣
戦
に
よ
る
戦
争
は
も
は
や
み
ら
れ
ず
、
戦
争
や
敵
対
状
態
の
定
義
は
容
易
で
は
な

（
（3
（

い
。

戦
時
に
敵
戦
闘
員
を
殺
害
し
て
も
殺
人
と
は
さ
れ
な
い
。
非
戦
闘
員
、
無
垢
の
部
外
者
、
負
傷
兵
や
降
参
兵
を
標
的
に
す
れ
ば
犯
罪

と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、「
彼
ら
が
戦
争
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
戦
う
限
り
、
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な

（
（3
（

い
」。
し
か
し
、
戦
時
だ
か

ら
と
い
っ
て
い
か
よ
う
な
殺
害
も
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
規
則
」（
一
九
〇
七
年
）
は
、「
交
戦
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二

者
は
、
害
敵
手
段
の
選
択
に
付
、
無
制
限
の
権
利
を
有
す
る
も
の
に
非
す
」（
二
二
条
）
と
し
、
特
別
の
条
約
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、

「
敵
国
又
は
敵
軍
に
属
す
る
者
を
背
信
の
行
為
を
以
て
殺
傷
す
る
こ
と
」
を
禁
止
し
て
い
る
（
二
三
条
ロ
）。
背
信
的
行
為
（perfidy

）

に
よ
る
殺
害
は
国
際
法
の
み
な
ら
ず
国
内
法
で
も
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
類
型
は
Ｉ
Ｈ
Ｌ
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
四
条
約
な
ど
）
や
各
国
の
軍
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
具
体
的
に
さ
れ
る
。
無
論
、
そ
う
し
た
禁
止
に
触
れ
な
く
て
も
、
必
要
性
、
比
例
性
、
人
道
性
と
い
っ
た
法
の
一
般
原
理

に
反
し
て
は
な
ら
な

（
（3
（

い
。

自
衛
権
だ
と
解
し
て
も
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
殺
害
の
よ
う
な
国
家
行
為
に
は
、
問
題
が
残
る
。
対
テ
ロ
戦
争
で
自
衛
権
の
行
使
の
対
象

国
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
あ
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
な
い
か
ら
、
武
力
行
使
は
限
定
さ
れ
る
と
も
い
え

（
（3
（

る
。
こ
の
点
、
オ
バ
マ
大
統

領
の
国
土
安
全
保
障
対
テ
ロ
補
佐
官
（
当
時
）
ブ
レ
ナ
ン
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
戦
い
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
な
「
熱
い
（h

ot

）」

戦
場
に
限
定
さ
れ
ず
、
地
球
規
模
で
あ
り
、
そ
の
都
度
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
国
の
政
府
が
十
分
に
対
応
で
き
な

い
場
合
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
が
一
方
的
に
攻
撃
で
き
る
権
利
は
留
保
さ
れ
る
と
し
て
い

（
（3
（

る
。
自
衛
権
は
軍
事
力
行
使
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

熱
い
戦
場
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
差
し
迫
っ
た
脅
威
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
現
政
権
が
解
し
て
い

る
よ
う
に
、
自
衛
権
と
捉
え
る
な
ら
Ｉ
Ｈ
Ｌ
の
問
題
と
な
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
が
武
力
行
使
で
き
る
の
は
自
衛
権
の
対

象
国
だ
け
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
以
外
で
の
Ｔ
Ｋ
（
対
テ
ロ
と
し
て
の
無
人
爆
撃
機
に
よ
る
殺
人
）
は
違
法
で
あ
る
と
の
批
判
が

あ

（
（3
（

る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
警
察
が
事
前
に
警
告
の
上
で
対
処
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
す
る
。

戦
時
だ
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
は
殺
害
の
対
象
や
手
法
を
制
限
し
て
お
り
、
現
在
で
は
そ
の
違
反
は
国
際
刑
事
裁
判
所
（Internati


on

-

al C
rim
inal 
C
ourt

）
で
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
五
条
一
項
、
七
条
、
八
条
な
ど
）。

軍
事
目
標
は
戦
闘
員
（com

batant


）
に
限
定
さ
れ
、
文
民
（civilian

）
は
殺
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
根
本
ル
ー
ル
が
あ
る
。
区

別
（distin

ction

）
で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
一
九
四
九
年
ジ
ェ
ネ
ー
ブ
条
約
第
一
追
加
議
定
書
（
Ａ
Ｐ
Ⅰ
）
四
八
条
の
、「
紛
争
当
事
者
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は
、
文
民
た
る
住
民
お
よ
び
民
用
物
を
尊
重
し
及
び
保
護
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
文
民
た
る
住
民
と
戦
闘
員
と
を
、
ま
た
、
民

用
物
と
軍
事
目
標
と
を
常
に
区
別
し
、
及
び
軍
事
目
標
の
み
を
軍
事
行
動
の
対
象
と
す
る
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
文
民
は
、
同
五
一
条

で
殺
傷
行
為
か
ら
保
護
さ
れ
る
。「
攻
撃
は
厳
格
に
軍
事
目
標
に
対
す
る
も
の
に
限
定
」
さ
れ
、
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
二
条
二
項
）。
攻
撃
に
は
、
文
民
た
る
住
民
、
個
々
の
文
民
及
び
民
用
物
に
対
す
る
も
の
は
差
し
控
え
る
よ
う
、

不
断
の
注
意
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
（
同
五
七
条
一
項
）。
そ
し
て
、「
攻
撃
の
目
標
が
軍
事
目
標
で
な
い
こ
と
若
し
く
は
特
別
の
保
護
の

対
象
で
あ
る
こ
と
、
又
は
当
該
攻
撃
が
、
予
期
さ
れ
る
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
軍
事
的
利
益
と
の
比
較
に
お
い
て
、
巻
き
添
え
に
よ
る

文
民
の
死
亡
、
文
民
の
傷
害
、
民
用
物
の
損
傷
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
複
合
し
た
事
態
を
過
度
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

が
明
白
に
な
っ
た
場
合
に
は
（
攻
撃
を
―
筆
者
）
中
止
又
は
停
止
す
る
」（
同
条
二
項
⒝
）。

か
く
し
て
、
ア
ル
カ
イ
ダ
等
の
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
こ
れ
を
攻
撃
す
る
な
ら
ば
、
戦
闘
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
闘
員
と
は
、

「
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
規
則
」
一
条
を
継
承
し
た
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
一
条
約
一
三
条
で
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
軍
隊
の
み
な
ら
ず
民
兵
隊
や
義
勇
隊
も
含
ま
れ
、
以
下
の
四
条
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。「
⒜
部
下
に
つ
い
て
責
任
を

負
う
一
人
の
も
の
が
指
揮
し
て
い
る
こ
と
、
⒝
遠
方
か
ら
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
固
着
の
特
殊
標
章
を
有
す
る
こ
と
、
⒞
公
然
と
武

器
を
携
行
し
て
い
る
こ
と
、
⒟
戦
争
の
法
規
及
び
慣
例
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
」。
戦
闘
員
は
、
軍
事
行
動
中
は
自
己
と
文
民

を
区
別
す
る
義
務
を
負
う
が
、
武
装
し
た
戦
闘
員
は
か
か
る
区
別
を
し
難
い
情
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
交
戦
の
間
や
、
自
己

が
参
加
す
る
攻
撃
に
先
立
つ
軍
事
展
開
中
に
敵
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
間
は
、
武
器
を
公
然
と
携
行
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
戦
闘
員
と
し

て
の
地
位
を
保
持
す
る
（
Ａ
Ｐ
Ⅰ
四
四
条
三
項
）。

ア
メ
リ
カ
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
が
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
敵
対
状
態
に
直
接
参
加
し
て
い
る
文
民
か
、
も
し
く
は
彼
ら
の
テ
ロ
へ
の
関

与
が
充
分
に
活
動
的
で
深
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
戦
闘
員
と
み
な
し
て
殺
害
で
き
る
と
し
て
い

（
（3
（

る
。
Ｔ
Ｋ
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
の
下
、
戦
闘
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員
に
対
し
て
、
背
信
的
行
為
で
な
い
限
り
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い

（
（4
（

う
。
Ｉ
Ｈ
Ｌ
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
れ
ば
、
Ｔ
Ｋ
は
禁
じ
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
や
り
方
に
は
広
範
な
制
約
が
及
ぶ
の
で
あ

（
（4
（

る
。

4
　
イ
ス
ラ
エ
ル
最
高
裁
判
決

イ
ス
ラ
エ
ル
は
二
〇
〇
〇
年
九
月
にa

ア
ル
＝
ア
ク
サ
・

l-A
qsa i イ

ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ

nti
fada

が
始
ま
っ
て
以
来
、
テ
ロ
容
疑
者
に
Ｔ
Ｋ
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年

末
ま
で
テ
ロ
団
体
メ
ン
バ
ー
約
三
〇
〇
名
と
一
五
〇
人
の
民
間
人
が
殺
害
さ
れ

（
（4
（

た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
最
高
裁
（
以
下
本
節
で
は
「
最
高

裁
」）
が
二
〇
〇
二
年
の
提
訴
か
ら
四
年
の
審
議
を
経
て
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
四
日
、
初
め
て
こ
の
Ｔ
Ｋ
政
策
の
適
法
性
を
判
断

し

（
（4
（

た
。
原
告
（
イ
ス
ラ
エ
ル
反
拷
問
人
民
委
員
会
（P

ublic C
om
m
ittee again


st T
orture in 

Israel

（P
C
A
T
I

））
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人

権
環
境
保
護
協
会
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
テ
ロ
組
織
の
間
の
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
は
戦
争
法
（
Ｉ
Ｈ
Ｌ
）
で
は
な
く
、
占
領
地

で
の
警
察
を
扱
う
法
体
系
だ
と
し
、
仮
に
戦
争
法
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
民
間
人
を
攻
撃
し
て
い
る
の
は
Ｉ
Ｈ
Ｌ
違
反
だ
と
訴
え

た
。最

高
裁
は
Ｔ
Ｋ
の
法
枠
組
み
を
検
討
し

（
（4
（

た
。
ま
ず
本
件
で
適
用
さ
れ
る
法
は
Ｉ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
と
断
定
す

（
（4
（

る
。「
文
民
た
る
住
民
そ
れ

自
体
及
び
個
々
の
文
民
は
、
攻
撃
の
対
象
と
し
て
は
な
ら
」
ず
（
Ａ
Ｐ
Ⅰ
五
一
条
二
項
）、「
文
民
は
、
敵
対
行
為
に
直
接
参
加
（direct 

part in 
h
ostilities

）
し
て
い
な
い
限
り
、
…
保
護
を
う
け
る
」（
三
項
）。
こ
う
し
た
規
定
は
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
（para 31

）。

「
文
民
と
は
、
戦
闘
員
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
さ
な
い
者
で
、
敵
対
行
動
に
直
接
参
加
す
る
の
は
禁
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

法
に
反
し
て
戦
争
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
文
民
は
、
文
民
と
し
て
の
地
位
は
奪
わ
れ
な
い
が
、
戦
闘
に
直
接
参
加
し
て
い
る
限
り
、
文
民
に

認
め
ら
れ
た
保
護
は
そ
の
間
享
受
し
な
い
」。
こ
の
Ａ
Ｐ
Ⅰ
五
一
条
三
項
は
三
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
は
「
敵
対
状
態
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に
参
加
」
で
あ
る
。
国
際
法
の
有
力
な
見
解
に
依
拠
し
て
、
敵
対
状
態
は
、
性
質
と
目
的
に
お
い
て
軍
の
人
員
や
装
備
を
現
実
に
傷
つ

け
る
の
を
意
図
し
た
行
為
で
、
文
民
が
実
際
に
武
器
を
使
用
し
て
い
る
時
だ
け
で
な
く
、
武
器
な
し
で
も
敵
対
行
為
に
従
事
す
る
情
況

で
そ
れ
を
運
搬
し
て
い
る
時
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
（para 33

）。
第
二
が
直
接
参
加
で
あ
る
（paras 34-37

）。
そ
の
認
定
に
は
一

義
的
な
見
解
や
運
用
が
な
く
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
国
際
赤
十
字
が
限
界
と
し
て
画
し
て
い
る
よ
う
に
、
軍

事
情
報
を
集
め
た
り
、
違
法
に
戦
闘
員
を
輸
送
す
る
な
ど
役
務
を
提
供
し
た
り
、
自
発
的
に
人
間
の
盾
（h

um
an 
sh
ield

）
に
な
る
な

ど
し
た
者
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。「
参
加
の
「
直
接
」
の
性
質
は
単
に
物
理
的
な
攻
撃
行
為
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
人
で
あ
る
と
、
狭
く
解

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
人
を
運
搬
す
る
者
も
「
直
接
参
加
」
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
こ
れ
を
計
画
し
た
者
や
決
定
し
た
者
に

も
い
え
る
。
…
彼
ら
の
貢
献
は
直
接
で
あ
る
」（para 37

）。
第
三
が
そ
う
し
た
参
加
を
し
て
い
る
間
で
あ
る
（paras 38-40

）。
直
接

参
加
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ロ
組
織
に
参
加
し
て
い
る
文
民
は
、
敵
対
抗
争
の
指
揮
系
統
に
参
与
し
て
い
る
限
り
で
文
民
と
し
て
享

受
す
る
保
護
を
失
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
休
む
時
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
次
の
敵
対
行
為
へ
の
準
備
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、
拡
大
的

に
解
釈
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
な
あ
て
は
め
は
諜
報
に
大
き
く
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す

（
（4
（

る
。
か

か
る
文
民
が
そ
う
し
た
カ
テ
ゴ
リ
に
入
る
か
の
判
断
に
は
十
分
な
情
報
が
不
可
欠
で
あ
り
、
最
も
完
璧
に
真
実
と
さ
れ
た
情
報
が
、
敵

対
状
態
に
直
接
参
加
し
て
い
る
文
民
の
活
動
の
同
定
に
必
要
で
、
軍
側
の
立
証
責
任
は
重
く
、
疑
わ
し
い
場
合
は
慎
重
な
真
実
性
の
判

断
（verification

）
が
攻
撃
の
前
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（para 40

）。

次
に
、
Ｔ
Ｋ
と
い
っ
た
手
段
の
比
例
性
（proportionalit

y

）
が
問
題
と
な
る
（paras 41-46

）。
比
例
原
則
は
国
際
法
の
一
般
原
理

で
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ⅰ
五
一
条
は
、
軍
事
目
標
と
文
民
ま
た
は
民
用
物
と
を
区
別
し
な
い
打
撃
を
無
差
別
攻

撃
（indi

scrim
inate atta
ck

）
と
し
て
禁
じ
て
い
る
（
四
項
本
文
）。
五
項
⒝
で
は
、「
予
期
さ
れ
る
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
軍
事
的
利

益
と
の
比
較
に
お
い
て
、
巻
き
添
え
に
よ
る
文
民
の
死
亡
、
文
民
の
障
害
、
民
用
物
の
損
傷
又
は
こ
れ
ら
の
複
合
し
た
事
態
を
過
度
に
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引
き
起
こ
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
攻
撃
」
を
無
差
別
な
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
民
へ
の
損
害
を
違
法
と
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
そ
う
し
た
付
随
的
損
害
が
軍
事
的
利
益
に
釣
り
合
っ
て
い
る
か
を
問
題
に
し
て
お
り
、「
適
切
な
軍
事
目
標
の
達
成
か
ら
生
ま

れ
る
功
利
が
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
無
垢
の
文
民
に
生
じ
た
損
害
に
比
例
し
て
い
れ
ば
、
攻
撃
は
比
例
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
（para 45

）。
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
攻
撃
が
そ
の
付
近
に
い
る
無
垢
の
文
民
に
も
た
ら
す
付
随
的
損
害
を
惹
起
す
る
場
合
、
そ

う
し
た
比
例
の
厳
格
な
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（para 46

）。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
困
難
で
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
（para 4

（
（4
（6

）。

最
高
裁
は
、
司
法
判
断
適
合
性
（justiciability

）
を
否
定
す
る
政
府
の
主
張
を
退
け
、
原
告
は
、
生
命
権
と
い
う
人
間
の
根
本
的

な
権
利
を
傷
つ
け
る
戦
闘
で
、
何
が
許
さ
れ
か
つ
禁
じ
ら
れ
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
し
た
（para 50

）。
た
だ
、

予
防
的
攻
撃
の
軍
事
決
定
に
対
す
る
司
法
判
断
の
密
度
は
お
の
ず
か
ら
低
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
事
前
に
司
法
判
断
は
な
し
え
な
い
し
、

原
理
的
な
決
定
は
検
討
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（para 59

）。
か
く
し
て
、
政
府
の
Ｔ
Ｋ
は
適
法
で
あ
る
と
判
断

し

（
（4
（

た
。

本
判
決
が
Ｔ
Ｋ
の
複
雑
な
法
的
問
題
を
初
め
て
整
理
し
た
意
義
は
、
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
直
接
参
加
」
や
「
そ
の
間
」
と
い
っ

た
法
文
を
、
実
体
的
な
証
拠
の
要
件
を
設
け
る
こ
と
な
く
緩
慢
に
解
釈
し
た
の
で
あ
り
、
軍
事
的
功
利
性
を
付
随
的
損
害
に
優
位
さ
せ
、

文
民
保
護
を
低
減
さ
せ
る
懸
念
は
払
し
ょ
く
で
き
な

（
（4
（

い
。
国
際
的
軍
事
紛
争
で
の
非
国
家
主
体
の
行
為
者
へ
の
Ｔ
Ｋ
に
関
す
る
限
り
、

慣
習
国
際
法
を
明
確
に
し
た
意
義
は
あ
る
一
方
で
、
そ
の
当
て
は
め
の
具
体
的
判
断
は
個
別
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
難
点
も
示

し

（
（5
（

た
。
最
高
裁
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
の
枠
で
Ｔ
Ｋ
を
と
ら
え
る
も
の
の
、
対
テ
ロ
紛
争
の
特
異
な
性
格
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
法
制
度
の
基
本

原
理
に
可
能
な
限
り
忠
実
に
警
察
法
の
枠
組
み
を
加
味
し
た
制
約
を
見
出
そ
う
と
し
て
お
り
、
両
者
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
間
を
求
め
よ

う
と
し
た
と
も
評
さ
れ

（
（5
（

る
。
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5
　
小
括

国
際
法
は
目
下
、
Ｔ
Ｋ
に
つ
い
て
国
家
を
明
確
に
規
制
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う

（
（5
（

だ
。
た
だ
対
テ
ロ
へ
の
武
力
行
使
に
は
国
際

法
の
枠
組
は
用
意
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｈ
Ｒ
と
Ｉ
Ｈ
Ｌ
の
枠
外
で
は
正
当
化
は
さ
れ
え
な

（
（5
（

い
。
国
際
法
は
生
命
の
意
図
的
な
剥
奪
を
禁
じ

て
は
い
る
が
、
国
家
主
体
の
Ｔ
Ｋ
を
カ
テ
ゴ
リ
と
し
て
は
禁
じ
て
お
ら
ず
、
二
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
制
約
を
お
い
て

い

（
（5
（

る
。
た
だ
し
、
テ
ロ
を
犯
罪
と
み
な
す
か
戦
争
行
為
と
み
な
す
か
の
緊
張
は
、
Ｔ
Ｋ
に
あ
っ
て
は
他
の
対
テ
ロ
戦
術
よ
り
も
ず
ば
ぬ

け
て
鮮
明
で
あ

（
（5
（

る
。

法
執
行
行
動
と
と
ら
え
れ
ば
、
国
連
等
が
規
範
化
し
て
い
る
執
行
行
動
に
関
す
る
制
約
が
及
ぶ
。
致
死
的
武
器
の
使
用
は
制
限
さ
れ

て
お
り
、
Ｔ
Ｋ
が
特
定
の
人
を
殺
害
す
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
事
前
の
警
告
が
国
際
法
上
要
求
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｋ
は
こ
れ
に
違
反
す
る
こ

と
に
な
る
か
ら
、
Ｔ
Ｋ
を
法
執
行
行
動
で
と
ら
え
る
の
は
困
難
だ
と
さ
れ

（
（5
（

る
。

戦
時
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
自
衛
権
行
使
（
そ
の
決
定
と
行
使
の
双
方
）
に
は
必
要
性
と
比
例
性
と
い
う
国
際
法
の
原
理
が
根
本
で
制

約
と
し
て
働

（
（5
（

く
。
必
要
性
と
は
、
脅
威
が
重
篤
で
軍
事
以
外
に
手
段
が
な
く
、
戦
時
法
で
は
選
択
さ
れ
た
軍
事
的
手
法
以
外
に
目
的
を

達
成
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
。
比
例
性
は
、
正
当
な
目
的
に
対
す
る
軍
事
力
の
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
戦
時
法
で
は
軍
事
に
よ
る
付

随
的
損
害
が
目
標
達
成
と
の
均
衡
で
決
せ
ら
れ

（
（5
（

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
際
法
上
ど
う
正
当
化
す
る
か
は
一
義
的
で
は
な
い
。
そ
う
し

た
中
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｔ
Ｋ
を
実
務
と
し
て
積
み
重
ね
て
お
り
、
憲
法
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に
は
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
非
難
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
情
報
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
と
し
て
い



三
四
八

る
。
な
お
、
こ
の
時
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
以
外
に
子
供
を
含
む
同
居
者
も
射
殺
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
朝

日
新
聞
二
〇
一
一
年
五
月
四
日
朝
刊
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
戦
略
の
展
開
に
つ
い
て
、
矢
野
哲
也
「
米
国
の
無
人
機
に
よ
る
新
た
な
軍
事
行

動
に
つ
い
て
」
防
衛
研
究
所
紀
要
一
五
巻
一
号
一
九
頁
、
二
〇
一
二
年
、
参
照
。

（
2
）　

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
領
内
で
の
こ
う
し
た
攻
撃
を
禁
じ
る
決
議
を
し
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
や
め
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
多
く
の
イ
ス

ラ
ム
世
界
で
も
同
様
で
あ
る
。T

hom
as M

ichael M
cD

onnell, S
ow

 W
h

a
t You

 R
ea

p
? U

sin
g P

red
a

tor a
n

d
 R

ea
p

er D
ron

es to C
a

rry 

O
u

t A
ssa

ssin
a

tion
s or Ta

rgeted
 K

illin
gs of S

u
sp

ected
 Isla

m
ic Terrorists, 44 G

E
O. W

A
SH. I N

T’ L L
. R

E
V. 243, 301-2 (2012).

（
3
）　

こ
の
訳
は
、
海
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
戦
略
研
究
グ
ル
ー
プ
、
コ
ラ
ム024 

（2012/02/08

）
に
よ
る
。http://w

w
w

.m
od.go.jp/m

sdf/navcol/

SSG
/topics-colum

n/col-024.htm
l　

Ｔ
Ｋ
は
対
テ
ロ
政
策
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
も
い
う
。Ta

rgeted
 K

illin
gs com

es to d
efi

n
e 

w
a

r on
 terror, N

.Y. T
IM

E
S, A

pr. 8, 2013, at A
1. 

Ｔ
Ｋ
の
世
界
的
展
開
に
つ
い
て
、S

ee, U
ri F

reedm
an, Ta

rgeted
 K

illin
gs: A

 S
h

ort 

H
istory, F

O
R

E
IG

N P
O

L’Y, Sept/O
ct, 2012, http://w

w
w

.foreignpolicy.com
/articles/2012

（
4
）　

S
ee, R

O
L

A
N

D O
T

T
O, T

A
R

G
E

T
E

D K
IL

L
IN

G A
N

D I N
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L L
A

W
 9-12 (2012). extrajudicial killing

は
、
拷
問
被
害
者
が
政
府
に
不
法

行
為
訴
訟
を
起
こ
せ
る
権
利
を
認
め
た
ア
メ
リ
カ
の
拷
問
被
害
者
保
護
法
（Torture V

ictim
s P

rotection A
ct

）
で
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

て
い
る
。「
文
明
市
民
か
ら
不
可
欠
と
認
識
さ
れ
る
全
て
の
司
法
的
保
障
を
提
供
す
る
適
法
に
構
成
さ
れ
た
裁
判
所
で
宣
言
さ
れ
た
事
前
の
判
決

に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
な
い
意
図
的
殺
害
（deliberated killing

）」。
た
だ
し
、「
国
際
法
に
お
い
て
外
国
の
権
限
の
下
で
適
法
に
執
行
さ
れ

た
い
か
な
る
殺
害
も
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
」。P

ub. L
. 102-256, 106 Stat. 73.  S

ee also, A
lien Tort C

laim
 A

ct, 28 U
.S.C

. A
. 

§1350, 

note 83 (2006), 28 U
.S.C

.A
. 

§1350, note 83, 83a (2011).

（
5
）　

W
illiam

 C
. B

anks and P
eter R

aven
-H

ansen, Ta
rgeted

 K
illin

g a
n

d
 A

ssa
ssin

a
tion

: T
h

e U
.S

. L
ega

l F
ra

m
ew

ork, 37 U
. R

IC
H. 

L
. R

E
V. 667, 669 (2003); E

ric T. Jensen, Ta
rgetin

g of P
erson

s a
n

d
 P

rop
erty, in T

H
E W

A
R O

N T
E

R
R

O
R A

N
D T

H
E L

A
W

S O
F W

A
R: 

M
IL

IT
A

R
Y P

E
R

SP
E

C
T

IV
E 37 (M

ichael W
. L

ew
is, ed. 2009); R

obert F. T
urner, A

n
 In

sid
er’s L

ook a
t th

e W
a

r on
 Terrorism

, 93 C
O

R
-

N
E

L
L L

. R
E

V. 471, 487-488 (2006).

（
6
）　

N
a

tion
a

l S
ecu

rity L
a

w
 E

x
p

erts: K
illin

g B
in

 L
a

d
en

 W
a

s L
ega

l, V
irgin

ia
 L

a
w

, M
ay 3, 2011. http://w

w
w

.virginia.edu/htm
l/

new
s/2011_spr/cnsl.htm

 <
last visited Jan. 10, 2013>

 S
ee also, John Yoo, A

ssa
ssin

a
tion

 or Ta
rgeted

 K
illin

gs a
fter 9.11, 56 

N
.Y. L

. S
C

H. L
. R

E
V. 57 (2011).

（
7
）　

太
平
洋
戦
争
中
の
一
九
四
三
年
四
月
、
前
線
か
ら
数
百
マ
イ
ル
の
偵
察
で
山
本
長
官
が
乗
り
込
ん
で
い
た
日
本
の
軍
用
機
が
、
暗
号
解
読
に

よ
り
ア
メ
リ
カ
軍
の
察
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
六
機
の
艦
載
機
（P

-38

）
に
よ
っ
て
撃
墜
さ
れ
た
事
件
で
、
広
く
認
め
ら
れ
た
Ｔ
Ｋ
と
さ

れ
る
。
そ
れ
は
国
家
間
の
戦
争
で
の
正
当
な
殺
害
行
為
で
、
問
題
と
は
さ
れ
な
い
。N

IL
S M

E
L

Z
E

R, T
A

R
G

E
T

E
D K

IL
L

IN
G IN I N

T
E

R
N

A
T

IO
N

A
L 
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L
A

W
 401 (2008); Jack G

oldsm
ith, H

eller on
 th

e Ya
m

a
m

oto P
reced

en
t, O

ct. 2, 2011. http://w
w

w
.law

fareblog.com
/2011/10<

last 

visited/June 18, 2013>
. 

た
だ
Ｔ
Ｋ
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
も
よ
る
。O

T
T

O, su
p

ra
 note 4 at 9. 

な
お
、
山
本
長
官
機
撃
墜
は
米
軍
内
部
で

も
高
度
の
秘
密
作
戦
で
、
い
か
な
る
公
表
も
適
切
で
は
な
い
と
さ
れ
て
、
長
く
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
。
原
勝
洋
「
山
本
五
十
六
の
戦
死
」﹃
山
本

五
十
六
の
す
べ
て
﹄（
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
〇
年
）
二
〇
六
頁
。

（
8
）　

戦
時
国
際
法
が
適
用
さ
れ
る
情
況
だ
と
し
て
も
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
は
適
切
な
標
的
と
は
い
え
な
い
と
す
る
者
も
あ
る
。L

uis E
. C

hiesa and 

A
lexander K

.A
. G

reenaw
alt, B

eyon
d

 W
a

r: B
in

 L
a

d
en

, E
scoba

r, a
n

d
 th

e Ju
stifi

ca
tion

 of Ta
rgeted

 K
illin

g, 69 W
A

SH. &
 L

E
E L

. 

R
E

V. 1371 (2012).

（
9
）　

K
illin

g O
sa

m
a

 bin
 L

a
d

en
, T

h
e lega

l Ju
stifi

ca
tion

, ex
p

la
in

ed
, T

H
E N

E
W

 R
E

P
U

B
L

IC, M
ay 3, 2011.

（
10
）　

M
em

orandum
: L

egal Issues to the L
ethal T

argeting of U
.S. C

itizens Suspected of Terrorist A
ctivities, M

ay 4, 2012, C
ongres-

sional R
esearch Service 7-5700, w

w
w

.crs.gov. H
ereinafter cite as ‘ M

em
orandum

’ . 

政
権
の
法
務
関
係
者
は
適
法
性
を
随
所
で
訴
え
て

い
る
と
す
る
。
な
お
、
オ
バ
マ
政
権
は
二
〇
一
三
年
五
月
二
二
日
、
四
人
の
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
Ｔ
Ｋ
を
公
表
し
た
。http://ja.scribd.

com
/doc/143070298/L

etter-from
-A

ttorney-G
eneral<

last visited, M
ay 23, 2013>

（
11
）　

D
epartm

ent of Justice W
hite P

aper, L
aw

fulness of a L
ethal D

irected A
gainst a U

.S.C
itizen w

ho is a Senior O
perational L

ead-

er of A
l-Q

a’ ida or A
n A

ssociated F
orce, http://w

w
w

.m
snbcm

edia.m
sn.com

/i/m
snbc/sections/new

s/020413_D
O

J_W
 <

last visited, 

M
ar. 13, 2013>

. H
ereinafter cite as ‘ W

hitepaper’ . S
ee also, R

obert C
hesney, W

h
o M

a
y B

e K
illed

? A
n

 w
a

r a
l-A

w
la

ki a
s a

 C
a

se 

S
tu

d
y in

 th
e In

tern
a

tion
a

l L
ega

l R
egu

la
tion

 of L
eth

a
l F

orce, 13 Y.B
. I N

T
’L H

U
M

A
N. L

. 3 (2010).

（
12
）　

国
内
法
と
国
際
法
の
い
ず
れ
で
考
え
る
に
せ
よ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
Ｔ
Ｋ
は
胡
散
臭
い
（disturbing and regressive

）
も
の
で
あ
る
。P

hilip 

A
lston, T

h
e C

IA
 a

n
d

 Ta
rgeted

 K
illin

gs beyon
d

 B
ord

ers, 2 H
A

R
V. N

A
T’ L S

E
C. J. 283, 289 (2011). S

ee also, F
rederick P. H

itz, 

U
.S

. In
telligen

ce in
 th

e W
a

ke of S
ep

tem
ber 11: T

h
e R

ise of th
e S

p
y C

om
m

a
n

d
o a

n
d

 R
eorga

n
ized

 O
p

era
tion

a
l C

a
p

a
bili-

ty, 35 H
A

R
V. J. L

. &
 P

U
B. P

O
L’Y 245 (2012).

（
13
）　

A
braham

 D
. Sofaer, Terrorism

, th
e L

a
w

, a
n

d
 th

e N
a

tion
a

l D
efen

se, 126 M
IL. L

. R
E

V. 89, 91 (1989). D
. M

モ

ニ

ハ

ン

oynihan

の
次
の
言

葉
を
引
用
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
法
が
わ
れ
わ
れ
の
側
に
在
り
、
ま
さ
に
国
際
法
の
手
段
は
テ
ロ
リ
ス
ト
や
全
体
主
義
者
に
対
抗
し
民
主

主
義
を
防
御
す
べ
く
起
草
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
か
け
て
い
る
よ
う
だ
」。Id

. at 123 n.65.

（
14
）　

ア
メ
リ
カ
の
国
務
省
法
務
顧
問J

ス

テ

ィ

ヴ

ン

ソ

ン

ohn
Stevenson

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
軍
事
介
入
に
関
し
て
こ
う
述
べ
て
い
た
。「
合
衆
国
政
府
に
と
っ
て
そ

の
行
動
の
法
的
根
拠
（legal basis

）
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
単
に
法
を
適
切
に
尊
重
し
て
い
る
た
め
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
の
軍
事
力
行
使
の
先
例
が
、
わ
れ
わ
れ
の
法
的
合
理
性
に
よ
っ
て
相
当
に
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
重
要
で
あ
る
。
…
ア
メ
リ
カ
は
軍
事



三
五
〇

力
行
使
に
訴
え
る
権
利
を
制
限
し
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
促
進
さ
せ
る
国
際
法
規
範
の
発
展
に
強
固
な
利
益
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。

John R
. Stevenson, L

egal A
dviser, U

.S. D
ep’ t of State, S

ta
tem

en
t on

 L
ega

l A
sp

ects of U
.S

. M
ilita

ry A
ction

 in
 C

a
m

bod
ia

 to 

th
e N

Y
C

 B
a

r A
ss’n

, cited
 in

 A
shely S. D

eeks, C
on

sen
t to th

e U
se of F

orce a
n

d
 In

tern
a

tion
a

l L
a

w
 S

u
p

rem
a

cy, 54 H
A

R
V. 

I N
T’ L L

.J. 1, 45 n.179 (2013).

（
15
）　

O
T

T
O, su

p
ra

 note 4 at 28-30. 

二
〇
〇
〇
年
に
イ
エ
メ
ン
で
停
泊
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
艦C

コ
ー
ル

ole

が
テ
ロ
リ
ス
ト
の
自
殺
攻
撃
を
受
け
七

人
の
軍
人
の
犠
牲
者
を
生
み
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
エ
メ
ン
が
イ
ス
ラ
ム
系
テ
ロ
リ
ス
ト
の
巣
窟
に
な
っ
て
い
る
と
捜
査
を
進
め
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
ト
ロ
イ
ト
行
き
の
航
空
機
爆
破
未
遂
の
容
疑
者
も
、
イ
エ
メ
ン
で
訓
練
を
受
け
て
い
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
、

イ
エ
メ
ン
の
テ
ロ
指
導
者
を
無
人
機
で
爆
撃
、
六
人
を
殺
害
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
政
府
の
公
式
の
発
表
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、
こ
れ
を
契
機
に
Ｔ
Ｋ
が
ア
メ
リ
カ
で
法
的
に
正
当
化
さ
れ
る
か
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。B

rian
 D

. S
h

ekell, N
ote, T

h
e L

ega
lity

 of th
e U

n
ited

 S
ta

tes’  U
se of Ta

rgeted
 K

illin
gs in

 th
e W

a
r a

ga
in

st Terror, 57 

W
A

YN
E L

. R
E

V. 313 (2011). 

こ
の
イ
エ
メ
ン
攻
撃
が
戦
場
以
外
で
Ｔ
Ｋ
を
遂
行
し
た
最
初
に
知
ら
れ
た
無
人
航
空
機
攻
撃
で
あ
る
。M

cD
on-

nell, su
p

ra
 note 2 at 247-8.

（
16
）　

K
en

n
eth

 A
n

d
erson

, Ta
rgeted

 K
illin

g in
 U

.S
. C

ou
n

terterrorism
 S

tra
tegy

 a
n

d
 L

a
w

, A
 W

orkin
g P

ap
er of th

e S
eries on 

C
ounterterrorism

 and A
m

erican Statutory L
aw

, a Joint project of the B
rookings Institution, the G

eorgetow
n U

niversity L
aw

 

C
enter, and the H

oover Institution, M
ay 11, 2009. 

こ
の
問
題
は
、
テ
ロ
は
刑
事
司
法
の
対
象
か
戦
争
法
の
対
象
か
と
い
っ
た
困
難
な
根
本

問
題
に
も
つ
な
が
る
。
国
際
的
な
動
向
と
は
必
ず
し
も
符
合
せ
ず
、
批
判
も
あ
る
が
、
九
・
一
一
以
降
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
法
の
枠
組
み
で
軍
事

的
手
法
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
。M

ary E
llen O’ C

onnell, T
h

e C
h

oice of L
a

w
 a

ga
in

st Terrorism
, 4 J. N

A
T’ L

 

S
E

C. L
. &

 P
O

L’ Y 343 (2010).

「
わ
れ
わ
れ
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
本
質
的
に
法
執
行
な
の
か
軍
事
な
の
か
、
長
い
間
、
ず
っ
と
不
確
か
で
い
る
」。

R
O

N
A

L
D J. S

IE
V

E
R

T, D
E

F
E

N
SE, L

IB
E

R
T

Y, A
N

D T
H

E C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N: E
X

P
L

O
R

IN
G T

H
E C

R
IT

IC
A

L N
A

T
IO

N
A

L S
E

C
U

R
IT

Y I SSU
E

S 35 (2005).

（
17
）　

U
nited N

ations, R
eport of the Special R

apporteur on extrajudicial, sum
m

ary or arbitrary executions, A
/H

R
C

/14/24/add.6, at 

4. 

こ
の
節
は
こ
の
文
書
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。

（
18
）　

M
ark V. V

lasic, A
ssa

ssin
a

tion
 &

 Ta
rgeted

 K
illin

g- A
 H

istorica
l a

n
d

 P
ost- B

in
 L

a
d

en
 L

ega
l A

n
a

lysis, 43 G
E

O. J. I N
T’ L L

. 

259, 268 (2012). 

平
時
で
の
暗
殺
は
国
際
法
上
違
法
と
さ
れ
る
。Id

. at 275.

（
19
）　

M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 3-5. S
ee also, O

T
T

O, su
p

ra
 note 4 at 1-40. 

オ
ッ
ト
ー
は
、
特
定
の
人
（
び
と
）
を
排
除
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
特
殊
の
意
図
と
動
機
を
持
っ
た
殺
人
で
、
標
的
に
さ
れ
た
人
の
殺
害
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
特
別
の
行
為
を
防
ぐ
目
的
で
あ

る
「
予
防
的
殺
害
（preventive killing

）」
の
反
対
概
念
と
し
て
、
将
来
的
行
為
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
直
接
的
悪
意
（d

olu
s d

irectu
s

）
で
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都
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五
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）

特
定
の
者
を
殺
害
す
る
要
素
が
含
ま
れ
る
と
す
る
。Id

. at 22.

（
20
）　

R
ich

ard
 M

u
rp

h
y an

d
 A

fsh
een

 Joh
n

 R
ad

san
, D

u
e P

rocess a
n

d
 Ta

rgeted
 K

illin
g of Terrorists, 31 C

A
R

D
O

Z
O L

. R
E

V. 405 

(2009).
（
21
）　

Susanne K
rasm

ann, Ta
rgeted

 K
illin

g a
n

d
 its L

a
w

: O
n

 a
 M

u
tu

a
lly C

on
stitu

tive R
ela

tion
sh

ip
, 25 L

E
ID

E
N J. I N

T’ L L
. 665, 

681-82 (2012).

（
22
）　

C
abriella B

lum
 and P

hilip H
eym

ann, L
a

w
 a

n
d

 P
olicy of Ta

rgeted
 K

illin
g, 1 H

A
R

V. N
A

T’ L S
E

C. J. 145, 148 (2010).

（
23
）　

本
稿
に
お
い
て
国
際
法
の
条
文
は
、
奥
脇
直
也
・
小
寺
彰
編
﹃
国
際
条
約
集　

二
〇
一
二
年
版
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
に
依
拠
す
る
。

（
24
）　

V
lasic, su

p
ra

 note 18 at 269.

（
25
）　

L
egality of the T

hreat or U
se of N

uclear W
eapons, A

dvisory O
pinion, 1996 I.C

.J. 226, at 238-39 (July 8).

（
26
）　

M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 239.

（
27
）　

ア
メ
リ
カ
軍
が
法
執
行
活
動
を
す
る
こ
と
は
、
国
内
で
はP

osse C
om

itatus A
ct

（
自
警
団
法
）
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
海
外
に

は
こ
れ
が
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
限
界
は
あ
り
、
法
的
に
検
討
す
べ
き
点
は
あ
る
。C

hristopher A
. D

onesa, N
otes, P

rotectin
g N

a
-

tion
a

l In
terests: T

h
e L

ega
l S

ta
tu

s of E
x

tra
territoria

l L
a

w
 E

n
forcem

en
t by th

e M
ilita

ry, 41 D
U

K
E L

.J. 867 (1991). 

同
法
に

つ
い
て
は
、
富
井
幸
雄
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
軍
の
警
察
活
動
の
制
約
（
一
）（
二
・
完
）
―P

osse C
om

itatus

法
の
意
義
」
法
学
新
報
一
一

一
巻
五
・
六
号
一
六
三
頁
、
一
一
・
一
二
号
五
三
頁
、
平
成
一
七
年
、
参
照
。

（
28
）　

ア
メ
リ
カ
は
、
敵
対
状
態
の
程
度
や
場
所
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
武
力
行
使
を
支
配
す
る
の
が
Ｉ
Ｈ
Ｌ
で
あ
り
、
軍
事
作
戦
に
は
Ｉ
Ｈ
Ｒ
は

法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
と
み
て
い
る
。M

em
orandum

, at 19-20. 

Ｉ
Ｈ
Ｒ
は
戦
時
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
戦
時
で
は
Ｉ
Ｈ
Ｌ
が
一
般
に
優

位
す
る
。
平
時
で
は
Ｉ
Ｈ
Ｒ
は
警
察
が
武
器
を
使
用
し
て
の
殺
人
を
制
限
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
戦
時
で
は
殺
害
行
為
が
認
め
ら
れ
る
。M

c-

D
onnell, su

p
ra

 note 2 at 247 n.16.

（
29
）　

M
em

orandum
, at 9. S

ee also, id
. n.47. 

受
入
国
（
本
稿
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
等
）
が
ア
メ
リ
カ
の
自
国
内
で
の
武
力
行
使
（
警
察
活
動
を
含

む
）
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
で
国
際
法
上
一
切
問
題
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
国
の
国
内
法
を
遵

守
す
る
保
障
は
な
く
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
が
生
じ
る
し
、
国
際
人
権
法
上
問
題
と
な
る
。
こ
う
し
た
「
不
一
致
の
同
意
（unreconciled 

consent

）」
に
依
拠
す
る
武
力
行
使
は
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
。D

eeks, su
p

ra
 note 14 at 5. 

国
際
法
は
同
意
の
法
的
意
義
づ
け
に
つ
い
て

曖
昧
で
あ
り
、
受
け
入
れ
国
の
国
内
法
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
潜
在
的
危
険
を
持
っ
て
お
り
、
か
か
る
同
意
は
ア
メ
リ
カ
に
受
け
入
れ
国
の

国
内
法
を
順
守
す
る
よ
う
な
や
り
方
で
軍
事
力
を
使
用
す
る
義
務
を
発
生
さ
せ
る
と
、
法
的
に
再
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

Id
. at 32-33, 47. 

イ
エ
メ
ン
で
の
ア
メ
リ
カ
の
対
テ
ロ
軍
事
行
動
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
イ
エ
メ
ン
の
同
意
は
広
汎
で
あ
っ
て
、
イ
エ
メ
ン
大



三
五
二

統
領
は
自
国
民
個
人
の
対
す
る
軍
事
力
行
使
で
の
イ
エ
メ
ン
国
内
法
の
制
約
に
は
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。Id

. at 

29. S
ee also, M

E
D

E
A B

E
N

JA
M

IN, D
R

O
N

E W
A

R
FA

R
E: K

IL
L

IN
G B

Y R
E

M
O

T
E C

O
N

T
R

O
L 141-43 (2013).
（
30
）　

P
rinciple 9, U

.N
. B

asic P
rinciples on the U

se of F
orce and F

irearm
s by L

aw
 E

nforcem
ent O

fficials, G
.A

. R
es. 45/166 (D

ec.18, 

1999).

（
31
）　

M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 426.

（
32
）　

非
国
際
的
紛
争
と
は
、「
締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
、
当
該
締
約
国
の
軍
隊
と
反
乱
軍
そ
の
他
の
組
織
さ
れ
た
武
装
集
団
…
と
の
間
に
生
ず
る

す
べ
て
の
も
の
」（
Ａ
Ｐ
Ⅱ
一
条
一
項
）
と
さ
れ
る
。

（
33
）　

富
井
幸
雄
﹃
海
外
派
兵
と
議
会
―
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
比
較
憲
法
的
考
察
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
二
七
六
―
二
八
六
頁
、
参

照
。

（
34
）　

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
／
萩
原
能
久
監
訳
﹃
正
し
い
戦
争
と
不
正
な
戦
争
﹄（
風
行
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
六
二
頁
。

（
35
）　

こ
れ
ら
の
原
理
は
暗
殺
の
定
義
と
は
関
係
が
な
く
、
武
器
の
種
類
や
作
戦
行
動
の
タ
イ
プ
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
。M

ichael N
. Schm

itt, 

S
ta

te- S
p

on
sored

 A
ssa

ssin
a

tion
 in

 In
tern

a
tion

a
l a

n
d

 D
om

estic L
a

w
, 17 Y

A
L

E J. I N
T’ L L

. 609, 640 (1992). 

目
的
達
成
に
必
要

な
選
択
さ
れ
た
手
段
は
予
見
さ
れ
た
軍
事
目
的
達
成
に
比
例
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
比
例
性
は
人
道
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
関
係
し
、
非
人
道
は
比
例
原
理
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。Id

. at 641.

（
36
）　

M
ary E

llen O’ C
onnell, C

on
tra

d
iction

 in
 Term

s, http://w
w

w
.nytim

es.com
/room

fordebate/2013/02/05

（
37
）　

R
em

arks of John O
. B

rennan, S
tren

gth
en

in
g ou

r S
ecu

rity by A
d

h
erin

g to ou
r V

a
lu

es a
n

d
 L

a
w

s, P
rogram

 on L
aw

 and 

Security, H
arvard L

aw
 School, Sep.16, 2011. http://w

w
w

.w
hitehouse.gov/the-press-office/2011/09/16/rem

arks-join
-o-brennan

-

strengthening-our-our-security-adhering-our-values-an

　

こ
う
し
た
考
え
は
、
政
権
は
共
有
し
て
い
る
と
す
る
。M

em
orandum

, at 

19.

（
38
）　

R
ise of the D

rones I I: E
xam

ining the L
egality of U

nm
anned T

argeting: H
earing B

efore the Subcom
m

. O
n N

at’ l Sec. and F
or-

eign A
ffairs of the H

. C
om

m
. O

n O
versight and G

ov’ t R
eform

, 112
th C

ong. 22-25 (2010) (testim
ony of M

ary E
llen O’ C

onnell, 

P
rof. of N

otre D
am

e L
aw

 School). H
ereinafter cite as ‘ H

earing’ . Yem
en

で
の
爆
撃
も
違
法
と
な
る
と
す
る
。Id

. at 50. 

こ
の
同
じ
公
聴

会
でK

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

enneth
A

nderson

（
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
は
対
テ
ロ
無
人
攻
撃
を
自
衛
権
に
よ
る
と
し
た
う
え
で
、「
無
人
機
に
よ
る

攻
撃
は
現
在
の
敵
対
状
態
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら
、
法
技
術
的
な
意
味
で
は
非
国
家
主
体
（
ア
ル
カ
イ
ダ
や
そ
う
し
た
集
団
）
と
「
武
力

紛
争
」
を
構
成
し
な
い
武
力
行
使
で
あ
っ
て
、
無
人
攻
撃
機
を
使
う
の
は
適
法
で
…
そ
う
し
た
攻
撃
は
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
た
と
え

「
武
力
紛
争
」
か
ら
別
離
さ
れ
た
（separate and distinct

）
と
し
て
も
、
適
法
な
自
衛
権
の
行
使
な
の
で
あ
る
」
と
す
る
。A

nderson, 



三
五
三

T
TTT
TTTTTT

TTTTT
T

T
T
T
T
T
T
T�

（
都
法
五
十
四-

一
）

H
earing, at 11. 

自
衛
権
の
対
象
以
外
の
国
に
は
国
際
法
上
の
中
立
法
に
違
反
す
る
と
し
た
う
え
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
イ
エ
メ
ン
に
は
秘
密
の

同
意
（confidential approval

）
が
あ
る
か
ら
違
法
で
は
な
い
と
す
る
。
同
意
が
な
い
場
合
は
違
法
の
疑
い
が
生
じ
る
と
す
る
。G

lazer, 

H
earing, at 32-33. 

こ
れ
ら
一
連
の
ア
メ
リ
カ
の
透
明
性
を
欠
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
軍
事
行
動
と
、
受
け
入
れ
国
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
曖
昧
な

同
意
は
、
両
国
に
と
っ
て
有
利
に
働
い
た
と
い
え
よ
う
。D

eeks, su
p

ra
 note 14 at 30. 

一
方
、
無
人
機
攻
撃
は
、
無
垢
な
人
々
に
、
殺
傷
の

み
な
ら
ず
メ
ン
タ
ル
な
恐
怖
と
ト
ラ
ウ
マ
を
も
た
ら
す
損
害
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
賢
明
な
政
策
で
は
な
い
と
、
実
証
的
に
非
難
す
る
見
解
も

あ
る
。I N

T
E

R
N

A
T

IO
N

A
L H

U
M

A
N R

IG
H

T
S A

N
D C

O
N

F
L

IC
T C

L
IN

IC A
T S

T
A

N
F

O
R

D L
A

W
 S

C
H

O
O

L A
N

D G
L

O
B

A
L J

U
ST

IC
E C

L
IN

IC A
T N

YU
 S

C
H

O
O

L O
F 

L
A

W
, L

IV
IN

G U
N

D
E

R D
R

O
N

E
S: D

E
A

T
H, I N

JU
R

Y, A
N

D T
R

A
U

M
A T

O C
IV

IL
IA

N
S F

R
O

M
 U

S D
R

O
N

E P
R

A
C

T
IC

E IN P
A

K
IST

A
N (2012). 

Ｉ
Ｈ
Ｌ
に
違
反
す

る
と
の
指
摘
も
あ
る
。H

U
M

A
N R

IG
H

T
S W

A
T

C
H, L

O
SIN

G H
U

M
A

N
IT

Y: T
H

E C
A

SE A
G

A
IN

ST K
IL

L
E

R R
O

B
O

T
S (2012).

（
39
）　

M
urphy and R

udsan, su
p

ra
 note 20 at 422.

（
40
）　

V
lasic, su

p
ra

 note 18 at 281. 

背
信
行
為
は
Ａ
Ｐ
Ⅰ
三
七
条
で
、「
武
力
紛
争
の
際
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
諸
原
則
に
基
づ
く
保
護
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
か
又
は
保
護
を
与
え
る
義
務
が
あ
る
と
敵
が
信
ず
る
よ
う
に
敵
の
信
頼
を
誘
う
行
為
で
あ
っ
て
敵
の
信
頼
を
裏
切
る
意
図

を
も
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
」
で
、
禁
止
さ
れ
る
。
以
下
を
例
示
的
に
列
挙
し
て
い
る
。「
⒜
休
戦
旗
を
掲
げ
て
交
渉
の
意
図
を
装
う
こ
と
、
又
は

投
降
を
装
う
こ
と
⒝
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
無
能
力
を
装
う
こ
と
⒞
文
民
又
は
非
戦
闘
員
の
地
位
を
装
う
こ
と
⒟
国
連
又
は
中
立
国
そ
の
他
の

紛
争
当
事
者
で
な
い
国
の
標
章
又
は
制
服
を
使
用
し
て
、
保
護
さ
れ
て
い
る
地
位
を
装
う
こ
と
」（
同
条
一
項
）。

（
41
）　

M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 418-19.

（
42
）　

C
om

m
ent, O

n
 Ta

rget? T
h

e Isra
eli S

u
p

rem
e C

ou
rt a

n
d

 th
e E

x
p

a
n

sion
 of Ta

rgeted
 K

illin
gs, 116 Y

A
L

E L
.J. 1873, 1873 

(2007).

（
43
）　

H
C

J 769/02P
ublic C

om
m

ittee against Torture in Israel v. G
overnm

ent of Israel

（P
C

A
T

I

）［D
ec. 11, 2005

］ http://elyoni.court.

gov.il/F
iles_E

N
G

/02/690/007/a34/02007690.a34.pdf

（
44
）　

Id
. at paras 16-40.

（
45
）　

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
こ
の
地
域
の
テ
ロ
団
体
の
間
の
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
は
、
武
力
紛
争
に
関
す
る
国
際
法
で
あ
る
」。Id

. at para 21. 

以
下
本
文
でpara

番
号
を
摘
示
し
て
引
用
す
る
。

（
46
）　

M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 408. 

Ｔ
Ｋ
の
本
質
的
性
格
と
い
え
よ
う
。

（
47
）　

「
よ
く
あ
る
戦
闘
員
の
場
合
と
し
て
、
入
口
か
ら
文
民
あ
る
い
は
軍
人
を
射
撃
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
ス
ナ
イ
パ
ー
を
考
え
て
み
よ
う
。
結
果
と

し
て
隣
に
い
た
、
あ
る
い
は
通
り
か
か
っ
た
無
垢
の
文
民
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
を
射
撃
す
る
こ
と
は
比
例
的
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
ビ
ル
を
空
か
ら
爆
撃
し
て
多
く
の
住
人
や
通
行
人
が
傷
付
け
ら
れ
た
場
合
で
は
な
い
。
…
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
は
両
極
端
の
間
に
あ
る
も
の
で



三
五
四

あ
る
。
そ
こ
で
は
事
例
ご
と
に
注
意
深
い
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
軍
事
的
功
利
が
直
接
的
に
予
見
さ
れ
た
か
が
要
求
さ
れ
る
。
…
実

際
、
国
際
法
で
は
、
国
内
法
と
同
様
、
目
的
は
手
段
を
正
当
化
し
な
い
。
す
べ
て
の
手
段
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
国
家
権
力
は
無
制
限
で

は
な
い
。
…
し
か
し
な
が
ら
、
敵
対
情
況
が
起
き
れ
ば
、
損
失
は
生
じ
る
。
国
の
軍
人
と
文
民
を
保
護
す
る
義
務
は
、
テ
ロ
に
よ
る
攻
撃
で
傷

付
け
ら
れ
た
無
垢
の
文
民
の
生
命
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
義
的
倫
理
的
問
題
を
提
起
す
る
。
…
こ
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
は
困
難
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や
る
以
外
、
途
は
な
い
」（para 46

）。

（
48
）　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
厳
し
い
テ
ロ
と
戦
っ
て
お
り
、
そ
の
手
段
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。「
政
府
は
、
死
を
も
た
ら
す
こ
の
地
域
で
の
テ
ロ
リ
ス
ト
へ

の
予
防
的
攻
撃
は
軍
事
的
見
地
か
ら
必
要
な
手
段
だ
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ら
の
攻
撃
は
無
垢
の
文
民
を
傷
づ
け
、
殺
戮
さ
え
も
た
ら
し
た
。
こ

れ
ら
予
防
的
攻
撃
は
、
あ
ら
ゆ
る
軍
事
的
含
意
か
ら
、
法
の
枠
内
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（para 61

）。

（
49
）　

C
om

m
ent, su

p
ra

 note 42 at 1876, 1881; M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 33.

（
50
）　

Id
. at 36.

（
51
）　

B
lum

 and H
eym

ann, su
p

ra
 note 22 at 159.

（
52
）　

「
国
際
法
は
、
Ｔ
Ｋ
に
関
し
て
国
家
の
行
動
の
指
針
と
な
る
地
位
を
占
め
て
い
る
現
状
に
は
な
い
。
当
面
、
国
際
法
共
同
体
は
反
テ
ロ
戦
術
と

し
て
Ｔ
Ｋ
を
使
用
す
る
適
法
性
に
つ
い
て
割
れ
て
い
る
。
国
際
法
共
同
体
は
Ｔ
Ｋ
問
題
に
は
か
く
も
破
断
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
法
枠
組
み
、

つ
ま
り
国
際
人
権
法
か
、
占
領
地
法
か
、
Ｉ
Ｈ
Ｌ
か
、
そ
れ
が
Ｔ
Ｋ
の
合
法
性
の
評
価
に
適
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
す
ら
、
合
意
が
な
い
の
で

あ
る
」。W

. Jason F
isher, Ta

rgeted
 K

illin
g, N

orm
s, a

n
d

 In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 45 C
O

L
U

M
. J.T

R
A

N
SN

A
T’ L L

. 711, 757 (2007). 

フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
自
身
は
、
国
際
法
共
同
体
は
Ｔ
Ｋ
の
適
法
性
に
一
致
し
た
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
Ｔ
Ｋ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
や
ア
メ
リ

カ
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
対
テ
ロ
政
策
と
し
て
有
効
性
が
認
識
さ
れ
る
環
境
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
、
国
際
規
範
（international norm

s

）
が
Ｔ
Ｋ

を
容
認
す
る
展
開
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
国
際
法
共
同
体
（international legal com

m
unity

）
と
は
国
際
法
の
直
接
形
成
す
る
責
め

を
負
う
政
府
あ
る
い
は
非
政
府
の
要
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
さ
れ
る
。Id

. at 751-2.

（
53
）　

O
T

T
O, su

p
ra

 note 4 at 539. 

Ｔ
Ｋ
が
恣
意
的
な
（arbitrary
）
殺
害
で
あ
る
以
上
、
人
権
法
で
禁
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
衛
権
や
逮
捕
権
、

内
乱
鎮
圧
、
拘
禁
者
逃
亡
阻
止
の
た
め
に
、
武
力
（force

）
行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。Id

. at 536-7. 

Ｉ
Ｈ
Ｒ
が
一
般
法
と
な
り
、

Ｉ
Ｈ
Ｌ
が
特
別
法
（lex

 sp
ecia

lis

）
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。

（
54
）　

M
E

L
Z

E
R, su

p
ra

 note 7 at 423.

（
55
）　

B
lum

 and H
eym

ann, su
p

ra
 note 22 at 167.

「
テ
ロ
は
伝
統
的
な
戦
争
で
も
な
け
れ
ば
伝
統
的
な
犯
罪
で
も
な
い
か
ら
、
そ
の
非
伝
統
的

性
格
は
、
Ｔ
Ｋ
と
Ｔ
Ｋ
の
背
後
に
あ
る
法
的
正
当
化
と
、
Ｔ
Ｋ
を
実
行
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
方
法
と
標
的
の
選
択
を
形
成
す
る
倫
理
的
戦
略

的
考
慮
を
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。Id

. at 168.

対
国
際
テ
ロ
は
戦
争
へ
訴
え
る
権
利
（ju

s a
d

 bellu
m

）
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
、
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五
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T
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T

T
T
T
T
T
T
T�

（
都
法
五
十
四-

一
）

Ｔ
Ｋ
を
非
難
す
る
者
が
あ
る
。M

ilena Sterio, T
h

e U
n

ited
 S

ta
tes' U

se of D
ron

es in
 th

e W
a

r on
 Terror: T

h
e (Il)L

ega
lity of Ta

r-

geted
 K

illin
g u

n
d

er In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 45 C
A

SE W
. R

E
S. J.I N

T
'L L

. 197, 203-205 (2012).
（
56
）　

O’ C
onnell, H

earing, at 21-23. 

国
際
司
法
裁
判
所
の
イ
ギ
リ
ス
人
判
事C

グ

リ

ー

ン

ウ

ッ

ド

hristopher
G

reenw
ood

の
証
言
を
引
い
て
、
テ
ロ
集
団
は
交

戦
者
た
り
え
ず
、
単
な
る
犯
罪
者
集
団
で
あ
る
と
す
る
。

（
57
）　

M
em

orandum
, at 9.

（
58
）　

Ｔ
Ｋ
を
支
持
し
な
が
ら
も
、
Ｔ
Ｋ
は
道
徳
と
法
と
技
術
が
複
雑
に
絡
ん
だ
問
題
だ
と
し
て
、
正
当
化
要
件
を
精
致
に
し
て
比
例
性
の
判
断
に

資
す
べ
し
と
の
指
摘
も
あ
る
。A

m
os N

. G
uiora, Ta

rgeted
 K

illin
g: W

h
en

 P
rop

ortion
a

lity G
ets A

ll ou
t of P

rop
a

rtion
, 45 C

A
SE

 W
. 

R
E

S. J. I N
T

’L L
. 235, 256-57 (2012).
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